
令和５年度に検討を要する主な論点案

令和５年11月16日

特定健診等ワーキングチーム（第１回）

令和５年11月16日 【資料６】



1

１．特定健診等システム標準化における論点案

No 論点案 概要 検討方針案

１
後期高齢者
健診の取り扱
い

後期高齢者健診に対する標準仕様
の取り扱い

高齢者の医療の確保に関する法律では後期高齢者に対する健康診査も
含まれており、国保中央会が開発する特定健診等データ管理システムに
おいても 後期高齢者健康診査にかかる受診券作成や、健診結果デー
タの管理が実施できることから、特定健診等システム標準化の対象範囲
内とする。また可読性の観点から、国民健康保険標準仕様書の一部とす
る。

２
特定健診等
システムの取
り扱い

国民健康保険システム標準仕様書の
中での特定健診等システム部分の取
り扱い

「特定健康診査」「特定保健指導」「後期高齢者健康診査」をサブユニット
として取り扱う。調達パターンとしては以下を想定する。
①各サブユニットの単独調達
②各サブユニットを組み合わせた調達
③健康管理システムと各サブユニットを組み合わせた調達

３
共通機能の
取り扱い

特定健診等システムとしての共通機
能の取り扱い

国民健康保険システム標準仕様書の共通機能を採用すると、業務特性
の違いから、特定健診等業務として必要な機能が定義されていない、も
しくは不要な機能が定義されるといった事象が想定される。そのため、特
定健診等システムについては、国民健康保険システム標準仕様書の共
通機能は使用せず、特定健診等システムとしての共通機能を定義する。

４ 実装区分
実装必須機能、標準オプション機能
の切り分け

国保中央会が開発する特定健診等データ管理システムの共同処理機能
の仕様等をベースとすることから、特定健診等データ管理システムで
実装されている機能を実装必須機能として定義し、それ以外は標準オプ
ション機能として定義する。
その他、他システム連携や標準仕様書間の横並び調整方針など運用上
必須と考えられる機能についても実装必須機能として定義する。

５ 管理項目
標準仕様書で定義する管理項目（健
診・問診・指導）

「特定健診・特定保健指導の電子的な標準様式 第４期」（以下、「標準様
式」という）をもとに、管理項目（健診・問診・指導）を定義する。
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１．特定健診等システム標準化における論点案

No 論点案 概要 検討方針案

６ 過去データ
第１期～第３期特定健診・特定保健
指導で管理していた項目の取り扱い

本仕様書は第４期特定健診・特定保健指導をベースにしているが、過去
５年度分のデータを管理する想定で、第３期で管理していた項目につい
ても標準仕様書で定義する。

７ 出力帳票
標準仕様書で定義する帳票、および、
自治体独自の帳票レイアウトを設定
する機能の定義

特定健診等データ管理システムで実装されている帳票を標準仕様書で
定義する。
また「特定健康診査・特定保健指導の円滑な実施に向けた手引き（第４
版）」の中で、自治体独自の帳票レイアウトでも可とされている帳票につ
いては、パラメータで帳票レイアウト等を設定できる機能を標準オプション
機能として定義する。

８
他業務を跨ぐ
機能

他業務を跨ぐ機能の定義

例）特定健診とがん検診を一体化し
た複合受診券など

特定健診等システムは高齢者の医療の確保に関する法律に基づいて標
準仕様書が作成されることから、他業務（当該法律以外に基づく業務）を
跨ぐ機能を標準仕様書として定義することは困難である。そのため、標準
仕様書では当該機能を定義しない。他業務を跨ぐ機能は独自施策システ
ム（関連システム）として構築されるものとする。
なお「特定健診・特定保健指導の電子的な標準様式」に含まれる健診項
目（追加健診項目を含む）については標準仕様書の対象とする。

９ 適合基準日 特定健診等システムの適合基準日

「地方公共団体情報システム標準化基本方針」にて、
『令和５年（2023 年）４月以降の標準仕様書の改定への対応については、
令和７年度（2025 年度）までの適合が制度改正等の政策上必要と判断さ
れるものを除き、令和８年度（2026 年度）以降のシステム改修時におい
て、標準に適合させることとする。』
とあるため、特定健診等システムにおいても、令和８年度（2026 年度）以
降のシステム改修時において、標準に適合させることとする。具体的な適
合基準日については、ベンダの開発状況や全国自治体の意見をもとに
設定することとする。
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２．標準仕様書対応案

○ 論点案No.1、No.2について、本編に後期高齢者健診を含む形でサブユニットを定義した。

■仕様書案本編
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２．標準仕様書対応案

○ 論点案No.3について、本編および共通機能について、特定健診等システムとして個別に作成した。

■仕様書案本編

■別紙２－１機能・帳票要件 インデックス
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２．標準仕様書対応案

○ 論点案No.4について、特定健診等データ管理システムで実装されている機能を実装必須機能として定義し
それ以外は標準オプション機能として定義した。ただし、他システム連携や標準仕様書間の横並び調整方針
など運用上必須と考えられる機能については実装必須機能として定義した。
また、特定健診等共通機能については、サブユニット毎に実装区分を定義した。

■別紙２－１機能・帳票要件
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２．標準仕様書対応案

○ 論点案No.5について、標準様式をもとに管理項目（健診・問診・指導）を定義した。
エビデンス列に参照した公開資料等を記載している。

■別紙２－２管理項目
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２．標準仕様書対応案

○ 論点案No.6について、第３期の項目と、第４期の項目を分けて標準仕様書で定義している。

■別紙２－２管理項目
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２．標準仕様書対応案

○ 論点案No.7について、特定健診等データ管理システムで実装されている帳票を標準仕様書で定義した。
またパラメータで帳票レイアウト等を設定できる機能を標準オプション機能として定義した。

■別紙４帳票レイアウト

■別紙３帳票詳細要件

■別紙２－１機能・帳票要件
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２．標準仕様書対応案

○ 論点案No.7について、機能・帳票要件に定められた帳票について、パラメータで帳票レイアウト等を設定
できる機能を標準オプション機能として定義した。

■別紙２－１機能・帳票要件
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２．標準仕様書対応案

○ 論点案No.8について、本仕様書案での標準化範囲を本編に定義した。

■仕様書案本編
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２．標準仕様書対応案

○ 論点案No.9について、本仕様書案では適合基準日を空白としている。（今後の検討事項）

・・・

■別紙２－１機能・帳票要件


